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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、結晶シリコン系太陽電池の集電材に使用される銀粒子の合成に関する研究


















































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文はシリコン系太陽電池モジュールの高効率化に必須な高アスペクト微細配線
技術を可能にする銀粒子に関する基礎研究である。上記応用に必要となる球状、単分散、
低不純物濃度を満足するこれらの結果は工学的に重要な知見を与えている。公聴会にお
いても、多数の出席者があり、明度と物性との関係、単分散になるメカニズム、添加材
の効果など種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得ら
れた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
